
6
100

100

JGAP ASIAGAP

URL
https://www.wagoen.com/wagoen/
https://wago-knowledgebank.com/

100

HP96



URL https://poke-m.com/

HP

EC

2024 1
2,471

URL
https://www.tabechoku.com/
https://www.maff.go.jp/j/nousin/nousangyosnn_s
ousei_pj/attach/pdf/impact-34.pdf

HP

* 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000295.000025043.html

97



URL https://nihon-agri.com/

HP98



30

URL

https://seaveges.com/
https://www.jpo.go.jp/news/koho/kohoshi/vol63
/02_page1.
html

99



SDGs ESD

PBL STEAM

URL https://nishi-awa.jp/soranosato/

:100



Well-
being

URL
https://fwithf.org/
https://www.maff.go.jp/j/nousin/attach/pdf/impa
ct-54.pdf

GO!!

GO!!

GO!!

GO!!

URL
https://hanbata.com/tsuttenishiizu/
https://umigo.co.jp/

HP

GO!!

101



URL
https://www.maff.go.jp/j/nousin/gibier/attach/pd
f/jirei-38.pdf

102



URL https://nangokunet.co.jp/business/

( )

( )
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EC

SNS

URL
https://www.tabechoku.com/
https://www.maff.go.jp/j/nousin/nousangyosnn_s
ousei_pj/attach/pdf/impact-34.pdf

HP

* 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000295.000025043.html

104



DX

26.6%

11.4%

DX

URL
https://legmin.co.jp/
https://www.maff.go.jp/kanto/seisan/kankyo/24
1128-6.pdf

105



inaho

inaho

inaho AI

inaho
AI

inaho RaaS Robot as 
a Service

AI

URL https://www.inaho.co/

HP

1

1

IoT M2M

IoT

URL https://www.agri-career.co.jp/index.html

HP106



AI

AI DX

AI

100

URL
https://sagri.tokyo/
https://www.maff.go.jp/j/nousin/nousangyosnn_s
ousei_pj/attach/pdf/impact-37.pdf

100

HP107



URL
https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/shin-
michi-no-eki/pdf06/06.pdf

108



RMO

Ventos

Ventos

Ventos
100

Rokumasu
RMO

Ventos
Rokumasu

RMO

URL

https://www.maff.go.jp/j/nousin/attach/pdf/impa
ct-35.pdf
https://nouson-rmo.jp/wp-
content/themes/nouson-
rmo/asset/top/pdf/guidebook_0416.pdf

Ventos109



NPO

NPO

URL https://iwa-c.net/works.html

HP110



SkyHub®

HD
SkyHub

SkyHub HD

2021

HD

3.5

SkyHub TMS
2024

URL
https://aeronext.co.jp/achievements/kusuge/
https://aeronext.co.jp/achievements/skyhub_in_ka
mishihoro/

HP111



2022 10

3
61.3

URL
https://www.maff.go.jp/j/nousin/digikatsu/attach
/pdf/index-136.pdf

1,650
Web

URL

https://www.maff.go.jp/j/nousin/attach/pdf/impa
ct-50.pdf
https://www.maff.go.jp/j/nousin/attach/pdf/impa
ct-49.pdf

112



2024

URL

https://www.maff.go.jp/j/nousin/attach/pdf/impa
ct-52.pdf
https://www.maff.go.jp/j/nousin/attach/pdf/impa
ct-53.pdf

113



50

100
200

SNS

PR

URL
https://hidamarifarm.co.jp/
https://www.maff.go.jp/j/nousin/attach/pdf/impa
ct-68.pdf
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２. ロジックモデル作成の詳細手順 
ロジックモデルの作成手順としては、①インパクトの設定から始めるケースと、②課題の特定・構造化か

ら始めるケースがある。 

①インパクトの設定から始めるケース 

バックキャストの考えにならい、目指すべき社会像や地域像からインパクトの設定を行う方法。設

定したインパクトと現状と比較し、課題や阻害要因を明確にした上で、それらを解決するための具体

的なアクティビティと、当該アクティビティとインパクトをつなぐアウトプット・アウトカムの設定を行う。 

 

②課題の特定・構造化から始めるケース 

地域や社会の理想状態を考えるにあたり、「誰がどのような困りごとを持っているのか」という点を整

理し、課題の特定・構造化を進めることにより、具体のアクティビティを検討し、そのアクティビティを実

現することでどのようなインパクトが達成されるかを考え、そのアクティビティとインパクトをつなぐためのア

ウトプット・アウトカムの設定を行う。 

 

ロジックモデル作成の基本的な手順は上記で述べた通りだが、資金拠出や人材派遣の方法によって、

ロジックモデル作成の目的も異なることから、ロジックモデル作成手順は異なるため、以下ではその方法別

に手順と、各主体が行うことを記載する。 
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（ロジックモデル作成手順の全体像）  

 

 

寄附の場合（課題解決企業、資金拠出企業の２者が関係する） 

 

主体者 行うこと 

課題解決企業 寄附の対象となる事業によって創出されるインパクトが、寄附を行う

企業の目的等に合致するかを検討する。今の取組がどのような課

題を解決しており、どんなインパクトを創出しているかを検討した上

で、ロジックモデルを作成し、寄附集めの際の広報に活用する。 

資金拠出企業・個人 ― 

（作成されたロジックモデルを見て、共感・達成したいインパクトと合

致すれば寄附を行う） 
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企業版ふるさと納税の場合（自治体、課題解決企業、資金拠出・人

材派遣元企業の３者が関係する） 

資金拠出・人材派遣を検討する企業の目的によって、①インパクト創出に関する開示目的②事

業戦略として位置づける目的の 2 つのパターンが考えられるため、それぞれを起点とした手順を記す。 

 

① インパクト創出に関する開示目的で企業が資金拠出・人材派遣を行う場合 

 

 

主体者 行うこと 

地域側（自治体・

課題解決事業者） 

資金拠出を行う企業が創出を企図するインパクトと、当該地域の

理想状態に合致するものを、当該事業が目指すインパクトとして

設定する。自治体で策定している総合戦略とマッチするように設定

していくとよい。事業実施者とも打ち合わせのもとはじめに設定した

インパクトに帰結するよう、ロジックモデルを作成する。 

資金拠出企業 地域側との対話を重ね、地域の課題やニーズを深く理解した上

で、自社が創出を企図するインパクトと重なるインパクトを決定す

る。 

 

② 事業戦略を目的として企業が資金拠出・人材派遣を行う場合 

  

 

主体者 行うこと 

地域側（自治体・

課題解決事業者） 

資金拠出を行う企業の事業戦略と結びつき、かつ当該地域の理

想状態と合致するものを、当該事業が目指すインパクトとして設定

する。事業実施者とも打ち合わせのもとはじめに設定したインパクト

に帰結するよう、ロジックモデルを作成する。 

資金拠出企業 地域側との対話を重ね、地域の課題やニーズを深く理解した上で、

目指すインパクトを決定する。 
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インパクトファイナンスの場合（課題解決企業、資金拠出企業の２者

が関係する） 

資金拠出する投資家・金融機関が重視する①インパクトを起点に考える場合と、課題解決企

業の提供する②アクティビティを起点に考える場合の 2 パターンで手順を記す。 

 

① インパクトを起点に考える場合のロジックモデル作成手順 

 

 

主体者 行うこと 

課 題 解 決 事 業 者

（企業）側 

資金拠出元である投資家のコンセプト（セオリーオブチェンジ）と

して設定されているインパクトを踏まえて、課題解決事業者の事

業が創出しうるインパクトを設定する。その上で、地域側との対話

を重ね、地域の課題やニーズを深く理解し、その解決策としての自

社事業と、設定したインパクトを結びつける形でロジックモデルを作

成する。 

資金拠出側（投資

家・金融機関） 

投資候補先企業の行う事業が、自社のコンセプト（セオリーオブ

チェンジ）として設定しているインパクトにつながっているか確認し、

当該企業と対話をしながら共同でロジックモデルを作成していく。 

 

② アクティビティを起点に考える場合のロジックモデル作成手順 

 

 

主体者 行うこと 

課 題 解 決 事 業 者

（企業）側 

自社の事業が、どのような社会課題領域において、誰のどのような

課題を解決しているかを特定し、資金拠出先である投資家のコン

セプト（セオリーオブチェンジ）として設定しているインパクトとの関

係性を可視化したロジックモデルを作成する。 

資金拠出側（投資

家・金融機関） 

投資候補先の企業の行っている事業が、自社のコンセプト（セオ

リーオブチェンジ）として設定しているインパクトとの関係性を確認

し、当該企業と対話をしながら共同でロジックモデルを作成してい

く。 
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SIB に取り組む場合（（自治体、課題解決事業者、資金拠出・人

材派遣元企業の３者が関係する） 

 

 

主体者 行うこと 

地域側（自治体・課

題解決事業者） 

地域の中で誰がどのような課題を抱えているか特定し、課題を解

決する事業を設計した上で、その事業がもたらすインパクトを設定

し、ロジックモデルを作成していく。 

資金拠出側（投資

家） 

地域側の作成したロジックモデルについて、特に成果指標やリスク

評価の観点から関与し、地域側と対話しながら、ロジックモデルを

決定していく。 

 

人材派遣や知見提供に企業独自で取り組む場合（主体となる１社

の取組） 

  

 

主体者 行うこと 

人材派遣・知見提供

を行う企業 

企業のマテリアリティ（企業が優先的に取り組むべき重要な課

題）等から、注力するインパクトを決定する。それらがなぜ達成さ

れていないかを考え、課題テーマに要因について構造化（可視

化）の上、ボトルネックと考えられるものを特定し、それらの解決策

として自社が提供できる人材や知見を考えていく。 
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３．関連リンク集 
〇内閣府 企業版ふるさと納税 ポータルサイト 

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/kigyou_furusato.html 

 

〇総務省 地域活性化起業人 

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-

gyousei/bunken_kaikaku/02gyosei08_03100070.html 

 

〇中小企業庁 地域課題解決事業推進（ゼブラ企業） 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/chiiki_kigyou_kyousei/index.html 

 

〇インパクトスタートアップ協会 

https://impact-startup.or.jp/ 

 

〇農林水産業・食品産業に関する ESG 地域金融の促進 

https://www.maff.go.jp/j/keiei/kinyu/esg_finance.html 

 

  

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/kigyou_furusato.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/bunken_kaikaku/02gyosei08_03100070.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/bunken_kaikaku/02gyosei08_03100070.html
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/chiiki_kigyou_kyousei/index.html
https://impact-startup.or.jp/
https://www.maff.go.jp/j/keiei/kinyu/esg_finance.html
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今後の継続検討事項 

 

農山漁村における社会的インパクトに関する検討会においては、これまで４回の開

催の中で集中的に議論し、 

・ 自治体、課題解決企業、資金拠出・人材派遣元企業の三位一体のエンゲージメン

ト創出を目指し、都市から農山漁村へカネ・ヒトの流れを作る重要性や、そのため

に必要な「インパクト」の視点を説いたガイダンスの作成 

・ 企業におけるマテリアリティと、農山漁村における活動のインパクトの関連性

を挙げた上で、事例も含めながら、農山漁村における課題解決につながるアクティ

ビティとロジックモデルの例示 

等を行った。 

本検討会で可視化されたインパクトが現場で有効に活用されるよう、来年度以降は

「農山漁村」経済・生活環境創生プラットフォームと連携し、シンポジウム等での情

報共有や伝達を工夫して特に自治体の行動変容を促していくほか、以下の論点につい

ても継続的に検討を予定。 

 

① 資金拠出・人材派遣元企業側のインセンティブ 

資金拠出・人材派遣元企業側のインセンティブとして、来年度以降は自然共生サ

イトに対する支援証明書制度を参考にした、企業が情報開示に活用できる証明制度

の検討を行うとともに、その基準となる適切なインパクト測定の方法についても検

討を行う。 

 

② 事例の普遍化 

ガイダンスで取り上げたような農山漁村における課題解決の事例については、そ

の取組が行われた背景や取組による成果を分析し、普遍化（フレームワーク化）す

るとともに、一部の論点については、他の地域や企業が実践していくに当たっての

必要事項の検討やチェックリスト等を先進的な取組を行っている企業による検討

の場を通じてとりまとめる。 

 

③ 農山漁村における課題解決につながるアクティビティの創出支援 

ガイダンスの趣旨に沿った活動を率先して行うような、大企業、地元企業、イン

パクトスタートアップ、ローカル・ゼブラ企業等の農山漁村の現場で課題を解決す

るアクティビティとなり得るソリューションを持つ企業について、モデルとしてテ

ーマごとに複数認定し、現場への実装に向けた支援を行う。 
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④ インパクトファイナンスの活用及び地域金融機関等との連携 

農山漁村への資金拠出・人材派遣のきっかけとして、今年度は企業版ふるさと納

税を念頭に議論したが、来年度以降はインパクトファイナンスの活用についても検

討を行うとともに、農山漁村の現場により近い地域金融機関等と連携してアクティ

ビティの創出支援や資金拠出・人材派遣支援を実施するほか、地域金融機関等から

各アクティビティに対する円滑な資金供給が可能な仕組みについて検討する。 

 

⑤ 国際的なサステナビリティ目標やフレームワーク、インパクト同士の相互連関

性・トレードオフの調査 

特に金融機関が農山漁村に目線を向けるように、ガイダンスに記載した内容に加

え、金融機関が重視する国際的なフレームワークとの接続についても継続的に調査

をするとともに、活用すべき指標等を追加的に提示する。 

また、今回の検討会で十分に検討できなかった、各インパクト同士の相互連関性

やトレードオフについても改めて検討する。 

 

以上 

 




